2009年度「台湾研究－短期フェローシップ」募集要項
台北駐日経済文化代表処文化部
2009年　　　月　　　日
	一. 趣　旨 


中華民国教育部は台湾と日本の学術交流・相互理解を促進し、及び日本での台湾研究を広めるため、日本の優れた学者・研究者を台湾に招へいし、台湾で研究・調査等の活動を行う機会を提供する。
	二. 推薦要件


一）対象者：
1.日本の国籍を有し、台湾に関する研究（比較研究を含む）を行う人文・社会科学分野の日本の四年制大学、大学院あるいは研究機関に勤務する講師、准教授、教授または、研究職にある者（45歳以下の者を優先）。
2.学者・研究者として相応の実績がある者。
3.短期間台湾において集中的に調査研究、資料・情報収集を行う者。
4.台湾で支障なく学術活動が行えるよう心身共に健康であること。
5.学校あるいは研究機関（学会）からの推薦がある者。

二)下記のいずれかに該当する場合は推薦の対象から除く。
1.学部学生・大学院生課程在籍者。
2.政治的・宗教的な目的のために本フェローシップを利用しようとする者。

3.産業関連の技術習得を目的とする者。
4.同時期に他のフェローシップ・奨学金等を受給する者。
三)  選考方針
1.研究等の活動の目的及び達成目標が明確であり、テーマに妥当性があるか。

2.台湾滞在が研究上必要不可欠であるか。
3.研究等の活動計画が具体的であり、かつ申請期間が合理的で無駄がなく、申請期間内に所期の目的を達成できる見込みがあるか。
4.台湾での研究終了後、早期に成果を発表する見込があるか。
5.当該専門分野で相応の実績があり、台湾での研究等の活動内容がその延長線上にあると認められるか。
6.帰国後の成果発表やネットワークの構築により、当該分野での学問的な貢献と広域的な研究発展に益する、と期待されるか。
	三. 支給内容


	(1) 滞在費
	200ドル（日額 ）

	(2) 航空券
	居住地・台湾間の最短経路による往復エコノミークラス航空券 (注)

	(3) 給付期間
	1～3週

	(4) 支給方法
	出発までにフェローの指定する金融機関の口座に入金する


注）超過手荷物料金は含まない。
	四.　注意事項


一) フェローはフェローシップ期間中、研究に専念するものとする。

二) 申請書は2009年7月18日までに提出すること。
三)　申請の結果は2009年7月31日頃に通知する予定である。

四)　フェローシップは2009年11月15日までに完成すること。　
五) 他の奨学金を同時期に受給することはできない。他の奨学金に採用された場合には、重複している期間についてはいずれか一つを選択する必要がある。他の奨学金を受給する目的で本フェローシップの開始時期を変更することはできない。

六) フェローシップ供与期間を延長することはできない。

	五. 成果の報告等


一) フェローは、帰国後、1ヶ月以内に研究によって得られた成果を英文(或いは中国語)及び日本語で書いた報告書で本文化部に提出すること。（フロッピーディスクも添付すること）
二) 研究成果の発表に当たっては、“中華民国教育部”の助成を受けている旨の注記を論文に記載すること。
　　　2009年度「台湾研究－短期フェローシップ」申請書


　　　　　　　　　2009年　　月　　日
	申　　請　　者
	ふりがな
	性　別
	男・女

	
	氏　名（本名） 
英文名　　　　　                             印
	生年月日（西暦）
19   年　　月　　日
（　　歳）

	
	職　　業
	

	
	所属・役職
	

	
	住　　所
	（自宅）〒
	TEL:

	
	
	
	FAX:

	
	
	
	E-mail:

	
	
	（所属先）〒
	TEL:

	
	
	
	FAX:

	
	
	
	E-mail:

	関係書類送付先
	□申請者自宅　　□申請者所属先

	
	実施期間
	出発日:　　　年　 　月　　日　　　帰国日:　　　年　 　月　　日

	研 究 概 要 (日本語と英語(或いは中国語)併記)
	研究計画概要（簡潔に）　

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	目的・意義・必要性　
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	期待される成果
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


【事業日程】
	日程
	実施内容
	受入機関

	（出発日）
（帰国日）

	
	

	台湾滞在連絡先

住所：　　

電話：　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス：

	台湾滞在連絡者の連絡先

連絡者氏名：
連絡者勤務機関：
役職名：
住所：

電話：　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス：


【略歴】
最終学歴・活動歴／実績及び受賞歴についてご記入下さい。
	最終学歴
	（大学院卒の場合は学士号取得からご記入下さい）

	活動歴・実績
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	受賞歴
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


【研究計画詳細】(日本語と英語(或いは中国語)併記、1千字以内ずつ)　
	（日本語）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	（英語或いは中国語）
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